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緊急事態対策係

佐 賀 県 警 察 本 部 長

「佐賀県警察鳥インフルエンザ対処マニュアル」の改訂について（通達）

県内において鳥インフルエンザ等家畜伝染病の発生を認知した場合の本県警察の対

応については 「 佐賀県警察鳥インフルエンザ対処マニュアル」の改正について（通、「

達 」(令和３年２月10日付け佐本地発第22号。以下「旧通達」という ）に基づき実） 。

施していたが、本日付けで鳥インフルエンザ等家畜伝染病への対応業務を警備部門に

移管することに伴い、同マニュアルにおける関係部分を改訂することとしたので、各

所属にあっては、遺漏のないようにされたい。

また、口蹄疫、豚熱等の家畜伝染病の発生時においても、鳥インフルエンザと同様

に家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）に基づき、県において防疫措置等が実

施されるが、警察の対応は基本的には変わらないことから、本マニュアルで定めた事

項等を準用することとし、自治体等の対処方針に応じて、適切に対応されたい。

なお、旧通達については廃止する。



令和３年４月

佐賀県警察
鳥インフルエンザ対処マニュアル

佐賀県警察本部
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１ 基本方針

高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザ（以下「鳥インフルエ

」 。） 、 、 、ンザ という は ひとたび発生すれば 社会的・経済的に深刻な影響を及ぼし

県民の生活にも大きな混乱を招くおそれがあることから、県警察としては、必要な

体制を確立するとともに、県（知事部局 、市町等の関係機関との連携を強化し、）

県民の安全・安心を守るための各種対策を迅速かつ的確に実施する。

なお、県が策定している「佐賀県高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥イン

フルエンザ対策行動指針 （以下「行動指針」という ）に示されている基本方針に」 。

おける発生段階と対策のポイントについては以下のとおりである。

発生段階 対策のポイント

（九州・山フェーズ０ 国内未発生期及び国内発生期

口県発生を除く）

九州・山口県発生期 農場にウイルスを侵
フェーズⅠ

（フェーズⅡの場合を

入させない対策除く）

（ 、 （ ）
フェーズⅡ

隣接県発生期 福岡県 長崎県 離島を除く

で発生した場合）

県内発生期 ウイルスの封じ込め
フェーズⅢ

（県外で発生し、本県が移動・搬

対策出制限区域に入る場合も含む）

２ 定義

鳥インフルエンザは、家畜伝染病予防法（昭和26年５月31日法律第166号。以下

「法」という ）第２条に定める家畜伝染病である。。

○ 高病原性鳥インフルエンザ（HPAI：Highly Pathogenic Avian Influenza）

鳥インフルエンザのうち血清亜型Ｈ５、Ｈ７及びその他の血清亜型であっても

高病原性のもの

○ 低病原性鳥インフルエンザ（LPAI：Low Pathogenic Avian Influenza）

高病原性ではない、血清亜型Ｈ５又はＨ７の全ての鳥インフルエンザウイルス

ウイルスの亜型

Ｈ５、Ｈ７ Ｈ５、Ｈ７以外

低 低病原性鳥インフルエンザ（LPAI） 鳥インフルエンザ
対象種：鶏 あひる うずら きじ だちょう 対象種：鶏、あひる、うずら、七面鳥病 、 、 、 、 、

ほろほろ鳥、七面鳥い
原

変異する可能性
性 高

高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）
鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥い 対象種：

３ 防疫措置の概要

(1) 異常家きん発見時の対応

異常家きん発見が報告された場合の、県が行う発見から終息までの対応の流れ

は図１のとおりである。

※ 資料１「鳥インフルエンザ発生時における防疫措置の概要」参照
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図１ 異常家きん発見から終息までの対応

【県】 【現地】

【対策本部】 【現地対策本部】農家等が異常家き

んを発見・通報 ○中部家畜保健衛生所で簡易検査（２ 〈 現地対策本部の自動設置 〉

↓ 回目）陽性 ○農場関係者の外出禁止等を要請

家畜保健衛生所が < 県対策本部の自動設置 > ○検査材料の採取・応援要員の動員要請

立入検査、簡易検 ○ウイルス分離及びPCR検査開始 ○発生疑い農場の消毒開始

査（１回目）陽性 ○議会、関係市町・JA等の関係団体へ ○第１回現地対策本部会議

連絡 ○関係住民への説明

○全農家に連絡、10㎞圏内の農家に移 ○焼却・埋却等場所の決定

動自粛の要請 ○殺処分・焼却・埋却処分

（ 、 ）農場の家きん・人 第１回県対策本部会議 後片付け 農場・資機材等の消毒まで

の移動自粛の要請 ○臨床症状及び遺伝子検査（PCR検査） ○発生農場周辺の通行制限開始

で鳥インフルエンザ（H5亜型、H7亜 ○移動・搬出制限の開始

型）を確認 → < 疑似患畜決定 > ○発生農場を中心として半径３㎞の範囲内

○発生の告示 における家きんの異常の有無の確認と血

○移動・搬出制限区域の設定・告示 液抗体検査等の確認検査を実施

法第32条 ○発生農場の消毒（ ）

○消毒ポイントの設置 移動・搬出制限区域の解除まで１週間間

○ウイルス分離後、農研機構動物衛生 隔で消毒を実施

研究部門(つくば市)へ精密検査材料 ○清浄性確認(初動防疫措置終了後、11日目)

を送付 発生農場を中心とした３㎞(低病原性鳥

○分離されたウイルスのH5亜型、H7亜 インフルエンザの場合は５㎞)の範囲内

型の確定 → <患畜の決定> の全家きん飼養農家で血液抗体検査等の

確認検査を実施

移動・搬出制限区域の解除

（防疫措置終了後22日目）

(2) 死亡野鳥発見時（簡易検査で陽性が確認された場合）の対応

、 。死亡野鳥発見が報告された場合の 県が行う対応の流れは以下のとおりである

【県】 【現地】

住民等が死亡野鳥 ○中部家畜保健衛生所で簡易検査（確 ○市町等による発見地点と周辺状況把握

を発見 認）陽性 ○消毒箇所、立入禁止箇所の検討・実施

↓ <（野鳥）関係各課の参集> ○家畜保健衛生所による家きん飼養農場へ

市町が回収 ○ウイルス分離及びPCR検査開始 の立入調査

↓ ○議会、関係市町へ連絡

簡易検査 １回目 ○環境省へ連絡（ ）

陽性 ○家きんの防疫対策の確認 ※県外で発生し、本県が半径３㎞の区域に

↓ ○病原性検査のため検査材料を環境省 含まれる場合は、隣県等からの情報確認

発見地点の消毒 へ送付 後、速やかに庁内連絡会議を開催すると

○PCR検査で鳥インフルエンザ(H5亜型 ともに、家畜保健衛生所による家きん飼、

H7亜型）を確認 養農場への立入調査を実施

○第１回鳥インフルエンザ庁内連絡会

議開催

・発生状況報告

・野鳥の監視地域、環境省での検査

手続きの確認

・家きんの防疫対策の確認

環境省が病原性を
病原性が確定連絡
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４ 佐賀県における防疫対策・組織体制の概要

県では、鳥インフルエンザの発生等が報告された場合 「行動指針」に基づき、、

情勢に応じて、以下の防疫対策等がとられる。

野鳥の糞から検
家きんの場合 野鳥の場合

出された場合

国内未発生期・国 ○農場(特に断らない限り、家きん ○野鳥の感染状況の確認

内発生期から隣接 飼養農場を指す。以下について同 ○死亡野鳥の検査防

県発生期 じ。)内へのウイルス侵入防止 ○定期的な糞便調査

〔フェーズ０～Ⅱ〕 ○家きん等の健康観察の徹底疫

県内発生期 ○発生農場でのウイルス封じ込め・ ○家きんへの感染防止

・発見地点の消毒対 (県外発生で、本県 拡散防止

・発生農場で直ちに殺処分 ・３㎞圏内の養鶏農家の立入検査が移動・搬出制限

・養鶏関係車両等の消毒ポイントの設置策 区域(半径10㎞内）

・３㎞圏内の養鶏農家の立入検査に入る場合を含む)

(※低病原性の場合は５㎞圏内)〔フェーズⅢ〕

関係課との情
国内発生期

庁内連絡会議 庁内連絡会議

報共有〔フェーズ０及びⅠ〕 ［関係課への情報提供に代える場合 ［野鳥は様々な要因で死亡

もある］ することから、鳥インフル

エンザの可能性が高い場合組 隣接県発生期 ・県畜産課長がトップ

(福岡、長崎(離島 (大量死、連続死、各地での・警察本部内関係課がメンバー

を除く。)で発生し 頻発、隣接県での発生等)以織 ・シーズン初発の場合は必ず開催

た場合) 外は、関係課への情報提供・２例目以降は関係課への情報提供。た

〔フェーズⅡ〕 に代える場合もある］体 だし、九州・山口で発生した場合は開催

家きんでも発生あり 庁内連絡会議県内発生期

(県外発生で、本県 ［関係課への情制 県対策本部 県対策本部で報告

が移動・搬出制限 (知事トップ、各部長・局長等で構 報提供に代える

区域(半径10㎞内） 成) 場合もある］家きんの発生なし

庁内連絡会議に入る場合を含む) ・警察本部長がメンバー

〔フェーズⅢ〕

５ 佐賀県警察の対応

(1) 対応の基本

警察法第２条に規定する責務を遂行するため、県や関係自治体が行う防疫活動

の支援を行うものである。

(2) 対処体制

県内において鳥インフルエンザが発生し、又は発生するおそれがあるときは、

情勢に応じて、以下のとおり対処体制を構築する。

設置基準 体制の種別 体制の長

国内、隣接県発生期

（福岡、長崎（離島を除く ）で。

警備第二課長発生した場合 フェーズⅡ） 〔 〕 情報連絡室

【別表１参照】家畜保健衛生所による簡易検査

(１回目)で陽性の場合

※県等からの連絡により認知する

県警察対策本部
警察本部長県内発生期 【別表２参照】

（県外発生で本県が移動・搬出制

警察署対策本部
限区域（半径10㎞内）に入る場合

警察署長を含む フェーズⅢ。） 〔 〕 【別表３参照】
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(3) 対処体制の運用要領

ア 情報連絡室

(ｱ) 設置要領

情報連絡室は、警備部警備第二課（以下「警備第二課」という ）に設置。

するものとし、警備第二課長が各任務を総括する （別表１参照）。

(ｲ) 任務

情報連絡室は、各室員が連携して情報の収集・共有及び報告を行うととも

に、県に設置される庁内連絡会議に対応する。

イ 県警察対策本部

(ｱ) 設置要領

県警察対策本部（以下「対策本部」という ）は、警備第二課に設置する。

ものとし、対策本部長は、総括班を始め各班の班員を招集するとともに、必

要に応じて対策本部会議を開催する （別表２参照）。

(ｲ) 任務

対策本部は、県対策本部への情報収集要員の派遣などにより、県対策本部

及び現地対策本部（本部長：県防災監(副知事)）等から情報を収集し、発生

状況や防疫対策の進捗状況等を把握するとともに、警察署対策本部への支援

や本部警戒支援隊の編成・運用等、必要な措置を講じる。

※ 資料２「鳥インフルエンザ発生時の対応チャート【県警察対策本部 」参照】

ウ 警察署対策本部

(ｱ) 設置要領

警察署対策本部（以下「署対策本部」という ）は、警察署内の会議室等。

に設置し、署対策本部長は、総括班を始め各班の班員を招集する （別表３。

参照）

(ｲ) 任務

署対策本部は、自治体等への職員派遣などにより、発生状況や関係自治体

の対応状況を把握するとともに、現地対策本部会議に対応する。

また、発生場所の立入規制・警戒等の要員確保や運用計画等、必要な措置

を講じる。

※ 資料３｢鳥インフルエンザ発生時の対応チャート【警察署対策本部】｣参照
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別表１

情報連絡室 編成表

室 長 副室長 室 員 主な任務

警備対策官(次席) 警備第二課 ○対応の指揮・総括【 】

課長補佐又は ○情報の収集・集約

係長 ○県庁内連絡会議及び関係機関と

課員 の連絡・調整

○警察庁及び管区警察局への報告

生活環境指導官 生活安全企画課 ○その他特命事項【 】

課長補佐

課員警備第二課長

地域指導室長 【地域課】

課長補佐

課員

【 】交通規制課次席 交通規制課

課長補佐

課員

注） 編成表にある任務以外に、防疫対策に係る警察活動を推進する上で必要な業

務については、室長が、当該業務を所管する本部主管課に対応を求める場合が

ある。



- 6 -

別表２

県警察対策本部 編成表

本 部 長 警 察 本 部 長 付 総務課長

副本部長 警 備 部 長

警務課長、生活安全企画課長、刑事企画課長、交通企画課長、警備第一課長、
幕 僚

通信庶務課長

班 名 班 長 副班長 班 員 主な任務

総括・警備班 警備第二課長 警備対策官(次席) 課長補佐 ○ 対応の指揮・総括

課員 ○ 情報の収集・集約

○ 県対策本部及び関係機関との連

絡・調整(県対策本部への連絡員の

派遣を含む。)

○ 警戒支援隊の編成・運用

○ 警察庁及び管区警察局への報告

○ 装備資機材の配備、支援等

○ その他特命事項

生活安全班 生活安全企画 生活環境指導官 課長補佐 ○ 容疑事案発生時における事件性

課長(兼) 課員 の判断及び事件処理

○ その他特命事項

地 域 班 地 域 課 長 地域指導室長 課長補佐 ○ 警察署地域課員による警戒活動

課員 に係る支援

○ その他特命事項

交 通 班 交通規制課長 交通規制課次席 課長補佐 ○ 交通情報の収集・分析による交

課員 通対策

○ 交通関係機関との連絡・調整

○ その他特命事項

注） 編成表にある各対策班の任務以外に、防疫対策に係る警察活動を推進する上

で必要な業務については、対策本部長が、当該業務を所管する本部主管課に対

応を指示する場合がある。



- 7 -

別表３

警察署対策本部 編成表

本部長 警察署長

副本部長 副署長、地域官、刑事官

班 名 班 長 班 員 主な任務

総括・警備班 警備課長 警備課員 ○対応の指揮・総括

地域課員 ○対策本部への報告

○関係自治体への連絡員の派遣

○関係機関との連絡・調整

○情報の収集・集約

○警戒活動の計画立案

○装備資機材の配備、支援

○その他特命事項

捜査班 生活安全課長 生活安全課員 ○特別法違反事件捜査

○その他特命事項

刑事課長 刑事課員 ○刑事事件捜査

○その他特命事項

地域班 地域課長 地域課員 ○警戒活動の計画立案

○その他特命事項

交通班 交通課長 交通課員 ○交通情報の収集・集約

○交通対策の実施

○交通関係機関との連絡・調整

○その他特命事項

） 、 。注 対応人数については 警察署の規模及び事案内容に応じて警察署長が指定する



資料１

鳥インフルエンザ発生時における防疫措置の概要

農場立入検査、簡易当日
検査 ＰＣＲ検査 遺 搬出制限区域 半径10㎞ ※１、 （

伝子検査）
半径10㎞陽性判明

移動制限区域設定等

移動制限区域半径３㎞（21日以上）
※２発生状況確認検査 半径３㎞

①鶏、鶏卵、死体、排泄物等の移動禁×
止【検査対象】

②食鳥処理場、ＧＰセンター(卵選別家きん飼養農場
・100羽以上の農場 包装施設)、ふ卵場等の閉鎖
・検体：５羽/鶏舎

毎
死鳥３羽を含む 【例外】制限対象外（国と協議）（ ）

発生状況確認検査・出荷時検査を勘案

①移動制限区域内の家きんの食鳥
移 処理場への出荷【検査方法】

①臨床検査 動 ②移動制限区域内の家きん卵（種

②ウイルス分離検査 制 卵を除く)ＧＰセンターへの出荷
③血清抗体検査 限 ③移動制限区域内の種卵のふ卵場

区 への出荷とヒナの出荷
域 ④移動制限区域内のふ卵場の移動

発生農場の措置 内 制限区域外種卵を用いたふ化し

・殺処分、焼(埋)却 たヒナの出荷
・鶏舎消毒等 ①搬出制限区域内の家きん・卵・

ヒナの出荷そ
②敷科等の処分のための移動３日目 防疫措置終了 の
③制限区域外の家きんの死体の処（72時間以内） 他

理
④制限区域外の家きん等の通過４日目 発生状況を確認

半径10㎞発生農場の防疫措置
終了後、概ね10日以 移動制限区域 半径３㎞継続 ※２

降
半径３㎞

搬出制限区域 半径10㎞継続 ※１×
13日目 清浄性確認検査

検査対象、検査方法

は発生状況に同じ

清浄性を確認 搬出制限区域の解除15日目

半径3㎞
移動制限区域 半径３㎞継続 ※２×

発生農場の防疫措置終了後

21日以上経過

※１低病原性インフルエンザでは５㎞

※２低病原性インフルエンザでは１㎞22日目 県が国と協議 解 除



資料２

鳥インフルエンザ発生時の対応チャート【県警察対策本部】

殺処分、防疫措置
制限時間の起算点

24時間

72時間

県の対応

○ 県内農場における異常家畜の通報の受理
○ 家畜保健衛生所員等による立入、簡易検査(１回目)
実施

陽 性

○ 農林水産部等関係課職員の招集

○ 中部家畜保健衛生所における簡易検査(２回目)開始

○ 警察本部への通報

警察本部の対応

2回目
陽 性

○ ウィルス分離及びＰＣＲ検査開始

○ 県対策本部及び現地対策本部の自動設置

○ 第１回県対策本部会議の開催
○ 発生農場付近の道路遮断、通行制限

○ 住民への説明、焼却・埋却場所決定
○ 防疫措置、各制限区域に係る計画の策定

○ 疑似患畜と決定
○ 県対策本部会議（２回目）の開催
○ 移動・搬出制限区域の告示
○ 殺処分、発生農場の消毒開始

○ 殺処分された家畜の焼却・埋却処分開始

○ 移動制限区域内の農場家畜の清浄性確認検査の実施

ＰＣＲ
陽 性

殺処分された
家畜の搬送

○ 消毒ポイントの設置と作業の開始

初動防疫措置
終了後、１１日
目

異常なし

○ 搬出制限区域及び同区域内の消毒ポイントの解除

○ 防疫措置終了

・ 患畜の殺処分、焼却・埋却処分

・ 発生農場の消毒

・ 資機材等消毒

防疫措置終
了から２１日
間、異常なし

○ 移動・搬出制限区域、全ての消毒ポイントの解除
（ （２２日目の午前０時）
○ 終息宣言

○ 県からの通報により認知。情報連絡室員を招集し、

警備第二課長を長とする情報連絡室を設置。連絡体制

の確立

○ 県警察対策本部の設置準備

○ 県危機管理センターへの連絡員派遣、情報収集
○ 発生地を管轄する警察署との連携、連絡体制の確立

○ 殺処分終了

殺

処

分
防

疫

措

置

○ 県警察対策本部の自動設置

対策本部員の招集

○ 第１回県対策本部会議に警察本部長等が出席

○ 警察庁等への第一報

○ 発生農場周辺の道路遮断等に伴う警戒の開始

警戒体制の調整、運用

○ 県の防疫措置（発生農場の消毒、家畜の殺処分、

殺処分された家畜の埋却処分、車両消毒）、各制限

区域に対する支援活動（警戒方法）の決定

○ 県警察対策本部会議の開催
○ 県対策本部会議に警察本部長等が出席
○ 発生農場の封鎖・消毒、殺処分場に係る支援活動
の開始（警戒体制の補完、資機材等）

○ 移動制限区域、搬出制限区域に対する警戒活動
の開始に伴う、流動警戒部隊の運用計画策定

○ 消毒ポイント等に対する流動警戒活動の開始

○ 発生農場から埋却処分場までの経路及び埋却処分

場等に対する警戒活動の開始

○ 県対策本部派遣連絡員の撤収
○ 警察庁申報等の作成、決裁、発出

○ 消毒ポイント等に対する流動警戒体制縮小等の検討

○ 警察による警戒活動の縮小、終了検討

○ 清浄性確認検査結果に係る情報収集

○ 移動制限区域内における異常の有無にかかる情報収集

○ 県警察対策本部等解散の検討

通 報

-4.5

-3.0

0.0

6.0

※ 数値は２回目陽性を起点
とした時間経過の目安



資料３

鳥インフルエンザ発生時の対応チャート【警察署対策本部】

殺処分、防疫措置
制限時間の起算点

24時間

72時間

県の対応

○ 県内農場における異常家畜の通報の受理
○ 家畜保健衛生所員等による立入、簡易検査(１回目)
実施

陽 性

○ 家畜保健衛生所員等の招集

○ 中部家畜保健衛生所における簡易検査(２回目)開始

○ 所轄警察署への通報

警察署の対応

○ ウイルス分離及びＰＣＲ検査開始

○ 現地対策本部の自動設置

○ 発生農場付近の道路遮断、通行制限

○ 防疫措置、各制限区域に係る計画の策定

○ 疑似患畜と決定
○ 殺処分、発生農場の消毒開始
○ 移動・搬出制限区域の告示

○ 殺処分された家畜の焼却・埋却処分開始

○ 移動制限区域内の農場家畜の清浄性確認検査の実施

殺処分された
家畜の搬送

○ 消毒ポイントの設置と作業の開始

初動防疫措置
終了後、１１日
目

異常なし

○ 搬出制限区域及び同区域内の消毒ポイントの解除

○ 防疫措置終了

・ 患畜の殺処分、焼却・埋却処分

・ 発生農場の消毒

・ 資機材等消毒

防疫措置終
了から２１日
間、異常なし

○ 移動・搬出制限区域、全ての消毒ポイントの解除
（ （２２日目の午前０時）
○ 終息宣言

○ 家畜保健衛生所からの通報により認知

署長、副署長への速報、本部（警備第二課、連合当

直）への速報、関係署員の招集と全署員へ自宅待機

の指示等
○ 警備課長を中心とする連絡体制の確立の上、家畜
保健衛生所等へ署員を派遣し、情報収集
○ 出動可能人員の把握
○ 感染防護衣等装備資機材の確認と準備
○ 警察本部への速報等連絡体制の確立、情報共有

○ 殺処分終了

殺

処

分
防

疫

措

置

○ 署長を長とする警察署対策本部の自動設置
○ 家畜保健衛生所派遣の署員を現地対策本部へ配転
○ 移動制限区域、搬出制限区域に対する警戒活動等
に係る計画書の策定

○ 車両消毒措置による交通対策の計画

○ 消毒ポイント等に対する流動警戒活動の開始

○ 発生農場から埋却処分場までの経路及び埋却処分

場等に対する警戒活動の開始

○ 流動警戒の継続（警戒体制の検討）

○ 現地対策本部派遣署員の撤収

○ 消毒ポイント等に対する流動警戒体制縮小等の検討

○ 警察による警戒活動の縮小、終了検討

○ 清浄性確認検査結果に係る情報収集

○ 移動制限区域内における異常の有無にかかる情報収集

○ 警察署対策本部解散の検討

通 報

○ 発生農場等における殺処分等に対する警戒継続
○ 移動・搬出制限区域に対する警戒開始
○ 殺処分進捗状況の把握

２回目
陽 性

ＰＣＲ
陽 性

-4.5

-3.0

0.0

6.0

※ 数値は２回目陽性を起点
とした時間経過の目安

夫婦
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